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 公園施設の補修および改修、バリアフリー化の一

環として、このほど、瓦林公園と春風公園でトイレ

の改修がおこなわれます。それぞれ位置を変え、男

女別のブース、多目的ブースが設置されます。党議

員団では、様々な公共施設の「トイレを快適に」と

要望していますが、うれしいニュースです。 

 9 月中には業者が決まり、工

事着手は 10 月頃、来年 3 月末

までには完成の予定です。 
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小学生も中学生も 来春より 

入学前支給決定！ 
9 月議会に補正予算 

 小中学生を持つ経済的困難を抱える世帯

に支給している入学準備金の支給時期が、つ

いに来春より入学前の3月に改善されること

になりました。新小学生 506 人、新中学生 593

人が見込まれ、予算は約 2600 万円です。現

在開会中の 9 月議会に補正予算が提案され、

可決される見込みです。 

 日本共産党西宮市会議員団は、この問題を

 

 例年、9 月議会の決算審査前に提出して

いる「新年度（2018 年度）西宮市当初予

新年度市予算に対する要望 

466 項目を市長に提出 
 

算編成に対する申し入れ書」を、8 月 30

日、市長に提出しました。 

 当日は、市長、副市長はじめ各局局長

が出席、議員団からいくつかの項目につ

いて説明しました。今後、これらの要求

実現に議会内外でがんばります。 

 また、引き続き様々な要望をお聞かせ

ください。（申し入れ書は議員団 HP に掲載

しています。冊子をご入用の方は、ご連絡く

ださい） 

福祉サービス質向上に不可欠な“ 指導監査 ” 

体制強化を求め、一般質問 

昨年 3 月議会で私がとりあげて以来、繰

り返し追及。今年 3 月議会では来年入学

の中学生に、6月議会では小学生にも前倒

し支給できるよう、前向きに検討するこ

とを約束していました。 

 しかし、支給額の増額は提案されてお

らず、引き続き求めていきます。 

  2008 年の中核市移行で西宮市は、社会

福祉法人や福祉施設に対する指導監査の権

限を持つことになりました。 

適正な運営と福祉サービスの質向上を目

的に現地検査が行われるのですが、2000 年

の介護保険制度導入を契機に、福祉サービ

スへの民間事業者参入が急激に増え、3 月

末現在、市の指導監査対象は、1,454 か所

にものぼります。 

一般質問で私は、わんずまざー保育園の

実例も出し、保育所など児童福祉施設（全

153 か所）の指導監査は、介護や障害福祉

と切りわけてこども支援局で行ってはどう

かと提案しました。市長は、「保育の質の確

保の観点から監査は重要であり、調整、検

討しているところだ」と答弁しました。 


